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第５４回沖縄地方交通審議会船員部会 議事録 

 

 

 日 時 平成２５年３月２２日（金）１４時００分 

 

 

 場 所 沖縄総合事務局 １Ｆ 「共用会議室」 

  

 

 出 席 者 

  公益委員  宮里委員、儀部委員、春田委員 

  労働者委員  梅田委員、大崎委員、江川委員 

  使用者委員  伊禮委員、大城委員 

事 務 局  沖縄総合事務局運輸部     ：前里海事振興調整官 

〃    船舶船員課：伊良波課長、宮良課長補佐、 

                                                  金城労政係 

 

 

 

 

 

議事次第 

  

 ○開 会 

 

 ○議 題 

  １．第５３回船員部会の議事録承認について 

２．管内の雇用状況等について 

３．平成２４年度最低賃金決定報告について 

４．意見交換 

 

 ○閉 会 

 

 

 

 

議事概要 
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事務局（金城） 

  それでは、定刻でございますので、会議を始めさせて頂きます。 

  本日は、公益委員３名、労働者委員３名、使用者委員２名、が出席されており、船員部会運 

 営規則第９条の規定による定足数を満たしており、有効に成立していることをご報告いたしま 

 す。 

  次に、配付資料の確認をさせていただきます。初めに前回の船員部会でお配りした船員職業 

 紹介実績等資料の１ページ目と５ページ目に修正がありましたので、差しかえとして１ページ 

 目と５ページ目の資料をお配りしております。 

  １ページ目の修正箇所は表の上段、黄色い部分の右から２番目、基本手当受給者実数が８名 

でしたが、前回資料では６名となっておりました。 

  次に５ページ目の上段、基本手当の初回受給者が２名でしたが、前回資料では１名となって 

おりました。資料の修正に伴いまして、議事録の内容についても基本手当の初回受給者人数を 

１名から２名に修正しております。 

  配付資料の確認を続けます。 

  第５３回船員部会の議事録（案） 

  船員職業紹介実績等一覧表（平成２５年２月分） 

平成２４年度最低賃金額決定状況一覧表（平成２４年度末） 

全国水産関係高校データ（平成２３年度分） 

平成２５年度船員部会開催予定表となっております。 

  不足、不備などございましたら、申し付けください。 

  よろしいでしょうか。 

 

  それでは、 宮里部会長、宜しくお願いいたします。 

  

宮里部会長 

  それでは、はじめに第５３回船員部会の議事録の承認についてお諮りします。 

  お手元に配付されております議事録をご確認ください。 

 

私は、前回出席していないのですが、５ページの上から２行目に『一杯船主』という言葉が 

 ありますが、これは「いっぱい」と読むのですか。どういう意味ですか。 

 

梅田委員 

  よく個人船主で、家族で乗っている船がありますよね。家と一緒なんですね。一杯しかない 

から『一杯船主』と。 

 

宮里部会長 

  そうですか。わかりました。あまり聞きなれない言葉だったので、一般船主のことを言って 

いるのかなと思ったら、結構出てくるものですから。他に何か異議はございませんでしょうか。 

 

異議がないようですので、第５３回船員部会議事録を、修正箇所を含めて原案のとおり承認 

してよろしいでしょうか。 

（異議なし） 



 

3 

 

 

宮里部会長 

  異議なしということで、承認されたものといたします。 

  続きまして、議題２の「管内の雇用状況等」について、事務局にご説明をお願いします。 

 

事務局（宮良） 

  管内雇用状況等の報告をさせていただく前に前回資料に誤りがあり、大変申しわけございま 

せん。以後、このようなことがないよう気をつけたいと思います。 

  それでは、「平成２５年２月分の管内雇用状況」の概要についてご説明いたします。 

１頁の「船員職業紹介実績等一覧表」をご覧下さい。 

 

●求人状況について 

  新規求人数は４名でした。 

  前月２名でしたので、２名の増加です。 

  また、前年同月は１名でしたので、３名の増加です。 

  月間有効求人数は７名（商船等７名・漁船０名）でした。 

  前月は６名でしたので、１名の増加、また、前年同月は８名でしたので、１名の減少です。 

  月末未済求人数は７名でした。 

 

●求職状況について 

  新規求職数は１１名（商船等１１名・漁船０名）でした。 

  前月も１１名でしたので、同数、また、前年同月は１８名でしたので、７名の減少です。 

  月間有効求職数は３３名（商船等３０名・漁船３名）でした。 

  前月は２８名でしたので、５名の増加、前年同月は２９名でしたので、４名の増加となっ 

 ています。 

  月末未済求職数は２５名でした。 

 

●成立状況について 

  ２月は、管外での採用が２名決まりました。 

  成立状況としましては、５０代男性が甲板手として近海のＲＯＲＯ船に、また、５０代男性 

 が一航士として沿海の貨物船に採用されました。 

 

●求人倍率について 

    ２月の月間有効求人倍率は、０．２１倍でした。 

   前月も０．２１倍でしたので、同数、前年同月は０．２８倍でしたので、０．０７ポイント 

 の減少となっています。 

 

●新規求職者の退職理由又は求職理由別内訳について 

   ２月の新規求職者１１名の内訳につきましてご説明します。 

   まず、離職者の退職理由としましては、船舶所有者都合が１名、雇用期間満了が１名、自己 

 都合が１名、以上、管内管外併せて３名となっています。 

   また、現在勤務中の方の求職状況としまして、海上勤務中で転職希望の方が３名、陸上勤務 

 中で転職希望の方が２名、その他（現在の雇用期間が満了見込のため）が３名となっています。 
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 新規求職者が所属していた会社所在地につきましては、管内が６名、管外が５名となっていま 

 す。 

 

●失業等給付支給内訳について 

   基本手当の初回受給者は０名でした。 

   受給者実人員は８名、支給延べ件数も８件で、基本手当支給金額は１，３６２，６５３円で 

 した。その他の支給はございませんでしたので、総支給額は１，３６２，６５３円でした。 

  以上でございます。 

 

宮里部会長 

  ありがとうございました。 

  ただいまのご説明につきまして、何か質問等ございますでしょうか。 

 

宮里部会長 

  ほかに質問等がないようですので、 

  続きまして議題３．平成２４年度最低賃金決定報告を事務局からお願いします。 

 

事務局（金城） 

（平成２４年度最低賃金決定報告） 

 

宮里部会長 

  ありがとうございました。ただ今のご説明につきまして、何か質問等ございますでしょうか。 

 

  遠洋マグロと大型いか釣りというのは全国共通で最低賃金が決められているということです 

か。 

 

事務局（金城） 

  そうです。沖縄には、船員の最低賃金が適用される漁船ありません。 

 

宮里部会長 

  わかりました。どうもありがとうございました。 

 

   ほかに質問等がないようですので、 

  それでは議題４．の意見交換に移りますが何かございますでしょうか。 

   

江川委員 

  今までも部会の中でたびたびご報告、またはご意見をいただいておりました沖縄水産高校と 

 南部工業高校の統合についてですが、先日の１９日に沖縄県教育委員会の大城教育長の方から 

 記者会見があり、学校統合について見直しをするということで報道され、一部報道によっては 

 撤回という書き方もしているんですが、実際に撤回なのか見直しなのかというところに関して 

 は調査中という感じですので、ある程度は統合撤回へ前進しているということで一応ご報告を 

 させていただきます。 
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宮里部会長 

  どうもありがとうございました。そのほか何かございますか。 

  ないようでしたら、事務局のほうから連絡があるようですのでお願いします。 

 

事務局（金城） 

  事務局から、３点連絡事項がございます。 

  １点目、前回の船員部会で平成２５年度海事局船員関係予算と事業の概要について説明をさ 

 せていただきました。その際に説明資料の中で御質問を受けていましたので、回答させていた 

 だきます。 

 資料の全国水産関係高校データ、平成２３年度分を使って説明します。梅田委員から２つの 

ご質問を受けていまして、まず１つ目に資料の２枚目をごらんください。この資料は若年船員 

確保を目的とした各運輸局の水産高校向けの事業、事業取り組み例と水産高校の進路状況とな 

っています。この資料の下段には、水産高校の進路状況としまして、平成１９年度から平成２ 

３年度までの５カ年分を平均した全国の平均値があります。表の右下、全日制で本科と専攻科 

の卒業生の合計が３，４９５人という数字がありますが、この数字が全国の水産系高校生の平 

均卒業生の人数ですかという質問でしたが、本省に確認をしたところ、全国の水産系高校生の 

平均卒業者数ということでございます。この数字の出所は、全国水産高等学校長協会が作成し 

ている資料をもとに、本省で平成１９年度から平成２３年度までのデータを平均値にしたもの 

です。２つ目に、生徒の内訳はどのようになっていますかという質問についてですが、資料の 

１枚目に戻りまして、この資料は全国水産高等学校長協会が発行しています、平成２３年度分 

全国公立水産関係高等学校関連データという冊子がありまして、その冊子から一部抜粋して作 

成した資料です。資料真ん中の左側ですが、（２）全日制課程生徒数をごらんください。この表 

の左に各学科の区分があります。上から海洋漁業系学科、水産工学系学科、情報通信系学科、 

栽培漁業系学科、水産食品系学科、最後にその他の学科の６つに分けられており、水産関係学 

科のみの人数となっております。例えば沖縄水産高校の総合学科の中の生涯スポーツコースや 

福祉サービスコースといったものは、この中には含まれておりません。また、平成２３年度の 

全日制と専攻科の卒業生合計は３，６１０名でした。資料の下段には学科内容の例を載せてい 

ますのでご確認ください。 

 

連絡を続けます。２点目に来年度の船員部会開催予定表をお配りしています。メールでもお 

 伝えしましたが、１２月の部会開催日を事務局が第一候補としてあげておりました、１２月２ 

 ０日としておりますのでご確認ください。 

   

  ３点目に次回の船員部会は４月２６日金曜日、１階共用会議室で１４時から開催いたします。 

以上です。 

 

伊良波課長 

  私のほうから１点ご報告がございます。皆様も新聞をごらんになったと思いますが、以前、 

沖縄弁護士会の会長をされておりました小堀啓介先生が平成２５年２月１１日にお亡くなりに 

なりました。小堀先生は復帰前の昭和４２年から船員労働委員会の委員を務められ、平成１５ 

年３月まで船員労働委員会の会長等を歴任されておりました。このたび、国土交通省から死亡 

叙位の推薦があり、正五位が叙されることになりました。御遺族の方へ近々伝達を行う予定で 

すので御報告いたします。 
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以上です。 

 

宮里部会長 

  わかりました。他に何もなければ、本日の部会はこれで終了します。 

 

人事異動の関係で事務局のほうからご報告があるようですので、よろしくお願いします。 

 

（事務局職員人事異動の挨拶 前里海事振興調整官、伊良波課長、金城係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （配付資料） 

    １．船員職業紹介実績等一覧表（平成２５年１月分 修正による差換え分） 

    ２．第５３回船員部会の議事録（案） 

    ３．船員職業紹介実績等一覧表（平成２５年２月分） 

    ４．平成２４年度最低賃金額決定状況一覧表（平成２４年度末） 

    ５．全国水産関係高校データ（平成２３年度分） 

    ６．平成２５年度船員部会予定表 


